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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
☆
太
王
四
神
記
☆
　
サ
リ
ャ
ン
×
キ
ハ
小
説
　
『
新
・
雨
の
中
の
サ
リ
ャ
ン
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
７
２
Ｉ

【
作
者
名
】

　
る
き

【
あ
ら
す
じ
】

　
私
が
愛
し
た
人
に
は
、
他
に
好
き
な
人
が
い
ま
し
た
。
…
…
…
＋
α
「
人
物

紹
介
」
つ
き
。
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（
前
書
き
）

～
～
「
新
・
雨
の
中
の
サ
リ
ャ
ン
」
の
登
場
人
物
紹
介
～
～

【
サ
リ
ャ
ン
】
…
…
…
本
作
小
説
の
主
人
公
。

≪
年
齢
不
詳
、
推
定
３
５
歳
。
火
天
会
戦
闘
部
隊
・
隊
長
。
大
長
老
の
側
近
の

傍
ら
、
２
０
年
間
キ
ハ
の
側
近
を
務
め
る
。
剣
の
名
手
。
≫

キ
ハ
の
事
が
好
き
。
秘
め
た
片
恋
を
し
て
い
る
。

か
た
こ
い

【
キ
ハ
】

≪
２
５
歳
。
虎
族
の
火
の
巫
女
・
カ
ジ
ン
お
よ
び
朱
雀
の
転
生
、
火
天
会
に
朱

雀
の
神
器
の
守
り
主
と
さ
れ
た
。
朱
雀
の
炎
で
あ
る
火
の
力
を
使
う
。
≫

タ
ム
ド
ク
の
事
が
好
き
で
、
相
思
相
愛
だ
っ
た
が
す
れ
違
う
。
サ
リ
ャ
ン
の
事

は
兄
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

※
「
ド
ラ
マ
本
編
」
の
１
０
話
。
タ
ム
ド
ク
と
ス
ジ
ニ
が
火
天
会
に
襲
わ
れ
、

そ
の
雨
の
中
で
サ
リ
ャ
ン
が
キ
ハ
か
ら
目
を
逸
ら
す
シ
ー
ン
※

「
ド
ラ
マ
本
編
」
同
様
の
展
開
で
、
サ
リ
ャ
ン
は
キ
ハ
に
想
い
を
伝
え
る
事
な

く
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
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降
り
出
し
た
雨
は
―
―
―
―
―
―
―
―
―
豪
雨
と
な
る
。
 

タ
ム
ド
ク
の
元
に
行
こ
う
と
す
る
キ
ハ
を
制
し
た
。
 

あ
な
た
の
瞳
に
映
る
の
は
あ
の
者
…
…
…
…
。

―
―
―
―
―
―
私
で
は
な
い
。
 

キ
ハ
様
が
愛
し
て
い
る
の
は
あ
の
者
…
…
…
…
。

―
―
―
―
―
―
私
で
は
な
い
。
 

そ
れ
で
も
。
 

あ
な
た
が
笑
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。
 

キ
ハ
様
の
幸
せ
は
私
の
幸
せ
な
の
だ
か
ら
。
 

ど
ん
な
に
胸
が
痛
く
て
も
、
苦
し
く
て
も
。
 

た
と
え
私
の
傍
で
あ
な
た
が
他
の
男
を
見
て
い
よ
う
と
も
。
 

キ
ハ
様
を
愛
し
て
い
る
。
 

だ
か
ら
。

あ
な
た
の
涙
は
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
私
の
心
を
え
ぐ
る
。
 

雨
に
濡
れ
る
キ
ハ
か
ら
目
を
逸
ら
す
―
―
―
―
―
―
制
し
た
手
が
握
り
拳
を
作

っ
た
。
 

私
は
キ
ハ
様
に
癒
さ
れ
た
。
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

…
…
…
…
で
も
。
 

私
で
は
、
キ
ハ
様
を
癒
せ
な
い
。
 

タ
ム
ド
ク
が
去
り
、
尚
も
雨
は
降
り
続
い
て
い
る
。
 

そ
の
場
に
立
ち
尽
く
す
キ
ハ
は
深
く
う
つ
む
い
て
い
た
。
 

「
キ
ハ
様
」
 

「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」
 

「
キ
ハ
様
、
こ
の
ま
ま
コ
コ
に
居
て
は
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
ま
す
。
輿
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
お
戻
り
を
」
 

キ
ハ
の
肩
が
揺
れ
、
微
か
に
笑
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
 

い
や
、
泣
い
て
い
た
。
 

「
キ
ハ
様
…
…
…
…
…
」
 

「
…
誰
も
…
…
っ
、
私
を
愛
し
て
は
く
れ
な
い
…
…
…
…
…
…
！
」
 

「
！
！
！
！
―
―
―
―
―
―
―
―
―
私
が
…
…
…
っ
、
」
 

キ
ハ
の
そ
の
姿
に
耐
え
切
れ
ず
。

“
私
が
愛
し
て
い
ま
す
”
、
思
わ
ず
口
に
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。
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私
に
は
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
。

想
い
を
伝
え
る
資
格
が
な
い
…
…
…
…
…
。

雨
は
よ
り
一
層
強
く
な
る
。
 

「
キ
ハ
様
！
！
！
！
？
」
 

意
識
を
失
い
倒
れ
よ
う
と
す
る
キ
ハ
を
抱
き
と
め
た
。
 

ど
う
し
て
私
は
“
火
天
会
”
な
の
だ
ろ
う
。
 

組
織
の
人
間
で
な
か
っ
た
ら
、
手
を
引
い
て
キ
ハ
様
を
連
れ
出
し
て
い
た
。
 

私
が
チ
ュ
シ
ン
の
王
だ
っ
た
ら
。
 

永
遠
に
キ
ハ
様
だ
け
を
愛
し
て
、
大
切
に
す
る
。
 

あ
の
者
の
よ
う
に
、
泣
か
し
た
り
、
悲
し
ま
せ
た
り
は
し
な
い
。
 

こ
ん
な
に
も
想
っ
て
い
る
の
に
キ
ハ
様
の
心
は
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
。

 ダ
メ
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
思
っ
て
し
ま
う
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
愛
が
欲
し
い
で
す
。
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サ
リ
ャ
ン
は
閉
じ
て
い
た
目
を
開
け
る
。
 

キ
ハ
は
子
供
を
産
み
、
サ
リ
ャ
ン
は
そ
の
子
供
を
ス
ジ
ニ
に
託
し
た
。
 

後
は
こ
の
小
箱
に
偽
の
心
臓
を
入
れ
、
大
長
老
に
渡
せ
ば
全
て
が
終
わ
る
。
 

私
の
役
目
は
終
わ
る
。
 

キ
ハ
様
の
妹
君
は
無
事
に
火
天
会
か
ら
逃
げ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
 

い
や
、
き
っ
と
大
丈
夫
だ
。
 

朱
雀
の
力
を
使
っ
た
あ
の
者
な
ら
き
っ
と
キ
ハ
様
の
お
子
様
を
守
っ
て
く
れ
る
。

 彼
女
は
キ
ハ
様
の
妹
君
な
の
だ
か
ら
。
 

硬
く
目
を
閉
じ
て
眠
る
キ
ハ
を
愛
し
そ
う
に
見
、
右
手
を
自
分
の
胸
に
当
て
た
。

 「
と
て
も
―
―
―
可
愛
い
お
子
様
で
し
た
。
こ
の
手
に
抱
い
た
あ
な
た
の
お
子

様
の
温
も
り
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」
 

私
の
決
断
は
き
っ
と
、
キ
ハ
様
を
悲
し
ま
せ
る
。
 

け
れ
ど
。
 

キ
ハ
様
を
守
り
た
い
。
 

キ
ハ
様
の
お
子
様
を
守
り
た
い
。
 

ど
ん
な
事
を
し
て
で
も
、
守
り
た
い
。
 

「
…
…
…
…
…
…
…
っ
…
…
…
」
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涙
を
流
す
。
 

死
は
、
怖
く
な
い
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
た
だ
…
…
…
…
 

「
も
う
少
し
…
…
…
あ
な
た
の
お
傍
に
居
た
か
っ
た
で
す
」
 

あ
な
た
の
傍
で
あ
な
た
と
お
子
様
を
見
守
り
た
か
っ
た
。
 

ど
ん
な
に
叶
わ
ぬ
恋
で
も
、
ず
っ
と
あ
な
た
の
傍
に
居
た
か
っ
た
。
 

「
も
し
も
、
来
世
で
も
う
一
度
出
逢
え
た
な
ら
云
い
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。
聞

い
て
く
れ
ま
す
か
？
キ
ハ
様
」
 

愛
し
て
い
る
、
と
。
 

血
に
染
ま
り
、
命
が
散
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
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